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す
る
。
編
集
委
員
会
が
原
稿
の
書
き
直
し
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
。

八
、
二
重
投
稿
は
認
め
な
い
。

九
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
社
会
思
想
史

学
会
に
帰
属
す
る
。
但
し
著
者
に
よ
る
論
文
の
転
載
等
を
学
会
と
し
て
制

限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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一
、
論
文
投
稿
の
資
格
は
、
社
会
思
想
史
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。
た
だ
し
編
集
の
都
合
上
、
投
稿
受
け
付
け
の

区
切
り
を
年
一
回
設
け
、
七
月
三
一
日
（
必
着
）
と
す
る
。
送
付
先
は
社

会
思
想
史
学
会
事
務
局
と
す
る
。

三
、
論
文
の
枚
数
は
、
論
題
、
注
、
図
表
な
ど
を
含
め
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿

用
紙
換
算
で
六
〇
枚
（
本
文
、
注
と
も
に
、
一
行
四
〇
字
、
四
〇
行
で
印

刷
し
て
、
一
五
ペ
ー
ジ
）
以
内
と
す
る
。
論
文
の
最
後
に
、
日
本
語
表
記

の
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら
五
を
付
す
。

四
、
論
文
は
、
原
則
と
し
て
、
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
を
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て

提
出
す
る
こ
と
。
原
稿
は
A 

4
サ
イ
ズ
で
一
ペ
ー
ジ
四
〇
字
×
四
〇
行
の

書
式
と
す
る
。
論
文
に
は
、
執
筆
者
名
や
執
筆
者
を
特
定
で
き
る
よ
う
な

表
現
を
記
載
し
な
い
こ
と
。

五
、
投
稿
者
は
、
別
に
次
の
文
書
を
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
で
添
付
す
る
こ
と
。

（
1
）
編
集
連
絡
用
覚
書
。
論
題
、
執
筆
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番

号
、E-m

ail

ア
ド
レ
ス
、
執
筆
者
名
の
読
み
（
ひ
ら
が
な
）
、
執
筆

者
の
専
門
領
域
（
な
る
べ
く
簡
潔
に
）
を
明
記
す
る
。

（
2
）
英
文
抄
録
。
論
題
お
よ
び
執
筆
者
名
の
英
文
表
記
を
含
め
、
二
〇

〇
語
程
度
の
抄
録
を
作
成
す
る
。
ま
た
別
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら

五
を
付
す
。

六
、
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
要
領
を
参
照
の
こ
と
。

七
、
論
文
の
採
否
は
、
公
募
論
文
審
査
規
程
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会
が
決
定


